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　日頃は、はくばSPF豚農場の運営について、多大なるご理解とご協力を賜りまし

て、誠にありがとうございます。併せて、環境対策においては、住民の皆様を始

め、関係機関の方々からのご指導を賜りましたこと、厚く御礼申し上げます。

　令和元年度は、畜産業界においての豚熱の発生から、世界的な新型コロナウィル

スの猛威まで、取り巻く自然環境が大きく変わってきていると認識されているとこ

ろであります。臭気発生については、過去において、一定の評価があったものの、

近々での臭気確認回数の増加により、住民の皆様へ、大きなご迷惑をお掛けしてい

ることについて、事業者として深くお詫び致します。

　今後も「気化ガス脱臭装置」の増設を行い、臭気軽減に努めてまいりますので、

今後ともご理解を賜りたくお願い申し上げます。
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1.令和元年度の「環境対策」について

１） 農場周辺の環境調査実施状況

①自主臭気調査の実施
　　　（令和元年 7月 26 日）

　

事業者全体で臭気問題を把握す
る為、理事者による巡回を実施
しました。開始前に「環境技術
センター 臭気判定士」による
「鼻合わせ」を行い巡回しまし
た。臭気の感じ方には個人差が
あるものの、住んでいる住民の
方々には、十分な配慮を行うこ
とを指摘されました。
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① 気化ガス脱臭装置の能力確保
    始業点検はもとより、年3回の業者によりメンテナンス、点検整備を実施しました。

② 堆肥搬出の継続
    必要最低限の水分調整剤として「戻し堆肥」の
    確保を考慮し、調整しながら搬出を継続しました。　

③ 情報の共有化
    関係機関の参集もお願いし「環境ウォッチャー会議」
    を4回開催すると同時に、毎月「農場ニュース」を
    発行し、住民の皆様と情報の共有化に努めました。

２） 環境対策の実施状況

2.今後の対応について

令和元年12月12日に、大町合同庁舎で「第1回はくばSPF豚畜産環境対策調整会議」が

開催されました。各組織のトップからなる調整会議を開催するということの重みをしっかりと

受け止めることを指摘され、今後の対応について、事業者から報告させて頂きました。

1）過去一定の評価が得られた「気化ガス脱臭装置」を堆肥舎内へ1台増設し、臭気
  　軽減に寄与させることを提案させていただき、令和2年4月末までに設置しました。
  　
設置概略図
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増設した「気化ガス脱臭装置」
（平成26年　8月 30日設置）

新設した誘引ファン
⑤平成26年　8月 30日設置（ライン赤）
⑥平成26年 10月 30日設置（ライン青）

姫川側 ⇒　北堆肥舎内「気化ガス脱臭装置」「誘因ファン」設置概略図（令和 2年 4月）

出荷台

農場入口
消毒棟

攪拌層

生糞置場

既存の「水脱臭装置」
（平成26年6月10日設置）
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3. 豚熱（CSF）対応の防疫策について

2）農場では場内清掃を行うとともに、既存の気化ガス脱臭装置、炭脱臭装置、水　 
　  シャワー脱臭装置の能力を最大限に発揮させる状態を保つことで、臭気軽減に　    
　  努めます。
　

3）堆肥搬出においては、水分調整剤としての「戻し堆肥」の確保、搬出の作業体　 
　  系及びスケジュール等については、臭気抑制のため最大限の配慮を行うととも　   
　  に、撹拌時における臭気軽減に取り組みます。
　

4）住民の皆様から情報提供を頂くとともに、事業者からも住民の皆様及び関係機　   
　  関へ情報提供を行うことで、情報の共有化に努めます。

1）本来のSPF農場の防疫体制を堅持すると同時に、農場周囲1,430ｍに電気柵を設
　  置し、加えて豚舎出入口を隔離する為の「物理フェンス」の設置を行いました。

豚舎周囲への侵入を防ぐフェンス　設置 豚舎への作業員出入口の防疫エリアへのフェンス設置

豚舎西　姫川側の電気柵 堆肥舎西　姫川側の電気柵


